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本事業は、生成系AIを活用した挑戦支援プラットフォーム「HAKKA」を開発・
実証し、企業内に存在する社員一人ひとりの内発的動機に基づく挑戦を可視
化することで、組織変革およびDXの促進を目的とする。

岐阜乗合自動車株式会社を中心としたWG企業が連携し、社員の挑戦を起点と
した新たな価値創出や人材育成の仕組みを検証する。

・WEBプロダクト「HAKKA」の機能拡張と継続的な検証
・個人ステートメントと組織ステートメントの接続方法の深化
・経営・マネジメント層が指針を活用するための支援設計
・対象部署・対象人数を拡大した実証の実施
・組織変革や新規事業検討における活用可能性の探究
◆事業終了時（2027年）に目指す効果
・HAKKA導入企業：50社
・HAKKA導入企業から新規事業もしくはDX事業の創出：20件

検証項目①
組織や、そこで働く人が持つ「本来性」や「向き」に触れ、仕事や組織の指針を
見出すことができるか。
結果
・検証企業を含む約15名での検証を通じ、本人も意識していなかった価値観や

判断の軸、周囲も気づいていなかったその人らしさが言語として立ち現れた。
・スキルや役割整理では捉えきれない「なぜそう在ろうとするのか」という向きに

触れることで、個人理解・相互理解が深まる可能性が確認された。

検証項目②
生成系AIを用いることで、個人や組織の指針を構造化・言語化し、継続的に扱える形
にできるか。
結果
・QAを通じて収集した情報をもとに、個人のステートメント候補を複数生成する

ことに成功した。
・働く人のステートメントを集約し、組織マップとして構造化することで、一時的な

気づきに留まらず、継続的に参照・更新できる状態をつくれる可能性が示唆された。

※ 「ステートメント」とは、個人や組織の方向性や考えを言語化したもの

◎検証企業情報
会社名：岐阜乗合自動車株式会社 （従業員数：約559名 ※2025年12月現在）
検証部署：経営企画部 プロジェクトリード：森主任、稲川担当、田下取締役

【WEBプロダクト「HAKKA」の開発】

【岐阜乗合自動車株式会社における実証実験の実施】

本実証では、組織や個人が持つ「向き」や
「らしさ」に触れ、それを仕事や組織の中
で扱えるかを主題として検証を行った。

カードワークショップや対話を通じた内省
に加え、WEBプロダクト「HAKKA」を用
いて、個人・組織の指針を構造化・可視化
する取り組みを実施した。

＜主な実施内容＞
・カードワークショップによる内省・対話
・個人／組織ステートメントの検証
・組織内ステートメントの構造化・可視化
・新規事業可能性探索
＜WEBプロダクトに実装した機能一覧＞
・会員登録/ログイン
・ステートメントQA機能
・ステートメント生成機能
・組織マップ作成機能
・組織分析機能
・組織管理機能


